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主な議事日程
　令和2年9月市議会定例会は9月1日から29日まで

（会期29日間）開かれました。
　今回は7人の議員が市政一般に対する質問を行い
ました。
　また、市長から提出されました議案22件（条例3
件、予算5件、決算10件、その他4件）の議案について
審議し、いずれも原案どおり可決しました。議会から
は、修正案が1件提出され否決されたほか、意見書2
件を可決しました。

9月　　　　　　　　　　1日 開会・提案理由説明
2〜3日 議案研究

4日 議案質疑
8日 委員会審査

9〜10日 一般質問
11日 委員会審査

14日 追加議案提案理由説明
議案質疑

14〜18日、23〜24日、28日 委員会審査
29日 討論・採決・閉会

多久市議会からの意見書
　

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
に
と
も
な

う
社
会
保
障
費
関
連
を
は
じ
め
と
す

る
地
方
の
財
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、次
の
よ
う
に
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
ま
す
。

１
．増
大
す
る
地
方
自
治
体
の
財
政

需
要
を
的
確
に
把
握
し
、地
方一般

財
源
総
額
の
確
保
。

２
．社
会
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
人

材
を
確
保
す
る
た
め
の
予
算
の
確

保
、地
方
財
政
措
置
を
行
う
。

３
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、国

の
責
任
で
十
分
な
財
源
を
確
保
。

４
．地
方
交
付
税
に
お
け
る
、業
務
改

革
の
取
組
等
の
成
果
を
反
映
し
た

算
定
は
、廃
止
・
縮
小
を
検
討
。

５
．ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業

費
は
今
年
度
と
同
規
模
の
財
源
確

保
。

６
．会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
財
源
の
確
保

７
．森
林
環
境
譲
与
税
は
林
業
需
要

の
高
い
自
治
体
へ
譲
与
額
を
増
大

さ
せ
る
。

８
．地
域
間
財
源
偏
在
に
つ
い
て
、抜

本
的
な
改
善
を
行
う
。

９
．地
方
交
付
税
は
、小
規
模
自
治
体

に
配
慮
し
た
対
策
を
。

１０
．地
方
交
付
税
の
法
定
率
を
引
き

上
げ
、臨
時
財
政
対
策
債
に
頼
ら

な
い
地
方
財
政
の
確
立
。

　
国
は
令
和
３
年
度
地
方
財
政
対
策

及
び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、次
の

事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

１
．地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に

必
要
な
地
方
税
、地
方
交
付
税
な

ど
の一般
財
源
総
額
を
確
保
。

２
．引
き
続
き
財
源
保
障
機
能
と
財

源
調
整
機
能
の
両
機
能
が
適
切
に

発
揮
で
き
る
よ
う
総
額
を
確
保
。

３
．減
収
補
填
債
の
対
象
と
な
る
税

目
に
つ
い
て
、地
方
消
費
税
を
含
め

弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

４
．国
税
・
地
方
税
の
政
策
税
制
に
つ

い
て
は
、積
極
的
な
整
理
合
理
化

を
図
り
、新
設
・
拡
充
・
継
続
に
当

た
っ
て
は
、有
効
性
・
緊
急
性
を
厳

格
に
判
断
す
る
こ
と
。

５
．固
定
資
産
税
は
、市
町
村
の
極
め

て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、制
度

の
根
幹
に
影
響
す
る
見
直
し
は
、

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
問
わ

ず
、断
じ
て
行
わ
な
い
。

地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財

政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
、

地
方
税
財
源
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書
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議 案 質 疑 ※発言の一部を抜粋して掲載

野北 悟 議員
■新公立病院整備に要する経費
Q 建設候補地が浸水想定地区内に
あることから、小城、多久両市民から
懸念の声があり、産業厚生委員会の新公立病院建
設候補地の検証に関する審査報告の中で候補地
の変更が可能かとの問いに、両市での協議で決
まったことで、白紙になって統合ができなくなると
の答弁が出ているが、候補地の変更について正式
に小城市にご相談されたことがあるのか。
A 選定委員会での決定後は、協議を行っていませ
ん。

古賀 公彦 議員
■新型コロナ感染症対応地方創生臨
時交付金事業
Q 経済振興キャッシュレス決済促進
事業とは。
A 新型コロナウィルス感染のリスクを低減し市内
商工業者の売上向上とキャッシュレス化の推進を

平間 智治 議員
■新公立病院整備に要する経費
Q 事業の内容と今後のスケジュー
ルは。
A ⑴条例原案の作成委託
⑵造成工事設計の事前準備として建設予定地の
測量及び地質調査委託
⑶開発行為に対する支援業務委託
以上の予算を計上しています。一部事務組合※での
運営を予定しており、今後のスケジュールについて
は、現在行っている基本構想、基本計画の策定作
業を今年度中に終え、その後、測量、地質調査、造
成設計に着手する予定です
　令和３年度には開発行為の法的手続きを完了
し、令和４年度には造成工事、令和５年度から６年
度にかけて建物の建設工事、令和７年度当初の開
院を目指します。
※一部事務組合…複数の地方公共団体等が、行政サービスの一部
を共同で行うことを目的として設置する組織

樺島永二郎 議員
■財産の取得（GIGAスクール・タブ
レットPC購入）
Q 今回、調達するタブレット１,２９５
台は来年度見込の児童生徒１,３８２名より少ない
が、どのように運用されるのか。
A 既存端末（リース製品）90台を使います。予備機
の数は少ないが、無償貸与の１00台も活用しながら
運用します。
Q 早期に調達できた時の対応は。
A 急な休校措置にも対応できるように、家庭と連
携して遠隔授業ができる準備を進め、いろいろな
ことを調べるツールとしても使用できるので、活用
していきたいと考えています。

（関連質疑）
野北 悟 議員
■財産の取得（GIGAスクール・タブ
レットPC購入）
Q タブレットを、児童生徒へどのよ
うな形でいつ渡すのか。
A クラウド接続や設定作業を行い、児童生徒が使え
る状態にして今年度中には渡せると考えています。
Q 今回、調達するタブレットはタッチペンが付か
ない仕様になっているがなぜか。
A GIGAスクール構想での、国の補助割合定額
４万５千円を超えることもあり、タッチペンなしで
の調達としました。

目的に、市が指定するQRコードサービス決済加盟
店で買物をすると、支払額の20％をポイントとして
付与する事業です。
Q 事業継続支援（追加分）の詳細を。
A 前年同月比売り上げが50％以上減少している
加算事業者を100事業者としていたが、申請状況
により280事業者へ見直しました。
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産
業
厚
生
委
員
会
閉
会
中

審
査
報
告

［
産
業
厚
生
委
員
会
閉
会
中
審
査

事
件
］

閉
会
中
継
続
審
査
事
件
と
し
て
、２

項
目
に
つ
い
て
、調
査
・
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

ま
ず
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」

は
、現
場
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、社

会
福
祉
法
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
19
団
体

で
構
成
さ
れ
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の「
総
合

相
談
窓
口
」な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る「
多
久
市
地
域
貢
献
推
進
協
議

会
」と
意
見
交
換
会
を
行
い
、意
見
・
要

望
と
し
て
、ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
利

用
に
つ
い
て
、ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
バ
ス
停

が
あ
る
地
域
で
も
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以

上
は
要
相
談
と
な
っ
て
い
る
が
、高
齢

者
に
と
っ
て
は
、10
メ
ー
ト
ル
で
も
大
変

で
あ
り
、福
祉
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、家

の
前
ま
で
の
運
行
や
、い
ろ
い
ろ
な
条

件
の
制
限
を
せ
ず
に
、年
金
暮
ら
し
で

も
外
に
出
や
す
い
安
価
で
使
い
や
す
い

オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
を
要
望
す
る
声
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
彩
り
」に
つ
い
て
の
意

見
・
要
望
で
は
、む
つ
み
荘
利
用
の

と
き
よ
り
利
用
者
が
減
っ
て
い
る

理
由
と
し
て
、「
彩
り
」の
地
理
的
条

件
、飲
食
物
な
ど
の
持
ち
込
み
が
出
来

な
い
こ
と
に
よ
り
、利
用
し
に
く
い
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
、意
見

交
換
を
実
施
し
た
内
容
を
委
員
会
と

し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
多
久
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
つ
い
て
」は
、今
後
も
、農
業
関

連
に
従
事
さ
れ
る
各
関
係
団
体
と
、意

見
交
換
会
を
実
施
し
、市
内
の
農
業
施

策
に
つ
い
て
継
続
し
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。総

務
文
教
委
員
会
審
査

報
告

　

審
査
の
過
程
で
、タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

に
つ
い
て
は
、損
傷
が
多
く
な
る
よ
う
で

あ
れ
ば
保
護
フィ
ル
ム
を
付
け
る
等
の

対
応
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

や
、導
入
に
あ
た
っ
て
教
職
員
に
過
多
の

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
審
査

報
告

審
査
の
過
程
で
、次
の
よ
う
な
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

 

総
務
費  

新
公
立
病
院
整
備
に
要
す

る
経
費
で
、建
設
予
定
地
の
測
量
及
び

地
質
調
査
の
完
了
後
に
速
や
か
に
議
会

へ
報
告
、説
明
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
活

用
に
要
す
る
経
費
で
、統一 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

「
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
」導
入
説
明
会
開
催
に
関

し
て
、業
者
へ
の
説
明
会
だ
け
で
な
く
、

市
民
へ
の
周
知
・
説
明
を
行
な
う
こ
と
。

　

消
防
団
感
染
拡
大
防
止
対
策
事
業

と
し
て
防
火
衣
を
購
入
予
定
だ
が
、緊

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業

令
和
２
年
度
多
久
市一般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）

委 員 会 審 査 報 告委 員 会 審 査 報 告
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委 員 会 審 査 報 告委 員 会 審 査 報 告

議 案
番 号 議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 13 15 14
議 

決 

結 

果

飯
守
　
康
洋

中
島
　
慶
子

田
渕
　
　
厚

樺
島
永
二
郎

國
信
　
好
永

野
北
　
　
悟

田
中
　
英
行

中
島
　
國
孝

平
間
　
智
治

香
月
　
正
則

牛
島
　
和
廣

古
賀
　
公
彦

鷲
﨑
　
義
彦

山
本
　
茂
雄

議 案 乙
第40号

令和2年度多久市一般会計補正予算（第6号）に
対する修正案 ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ー 修正案

否　決

令和2年度多久市一般会計補正予算（第6号） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ー 原　案
可　決

○は賛成　●は反対　欠は欠席　退は退席

賛　　否　　表

※議案等について、賛成、反対の双方あった場合のみ、
　掲載しています。

■
令
和
２
年
度一般
会
計
補

正
予
算
に
対
す
る
修
正
案

野
北　
悟

　

新
公
立
病
院
候
補
地
は
浸
水

想
定
地
域
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

多
久
市
議
会
内
部
、多
久
市
、小

城
市
の
市
民
か
ら
も
反
対
や
疑

問
の
声
が
出
さ
れ
て
お
り
、ま

た
、こ
の
地
域
は
内
水
排
水
対

策
と
い
う
問
題
も
あ
り
、盛
土
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
周
辺
に
及

ぼ
す
影
響
調
査
を
行
っ
た
と
の

報
告
も
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

新
公
立
病
院
整
備
は
、多
久

市
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
事
業

で
あ
り
、将
来
負
担
を
伴
い
ま

す
。

　
こ
こ
で
一旦
立
ち
止
ま
り
、建

設
予
定
地
に
つ
い
て
小
城
市
と

再
度
協
議
が
で
き
な
い
か
と
の

思
い
で
、新
公
立
病
院
整
備
に
要

す
る
経
費
の
う
ち
、測
量
委
託

料
１
５
９
６
万
円
、地
質
調
査

委
託
料
９
７
６
万
円
及
び
開
発

支
援
委
託
料
１
７
１
万
円
を
削

除
し
、そ
れ
に
関
す
る
財
源
の
雑

入
の
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

■
修
正
案
に
対
す
る
反
対

討
論

平
間　
智
治

　

新
公
立
病
院
整
備
に
関
し
て

は
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
事

業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、多
久
市

議
会
の
都
合
で
こ
れ
を
延
期
す

れ
ば
、小
城
市
と
の
協
議
や
小

城
市
議
会
と
の
信
頼
関
係
を
損

な
い
今
後
の
事
業
進
捗
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、

統
合
病
院
建
設
計
画
が
破
棄
さ

れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
多
久
市
の
医
療

供
給
体
制
の
継
続
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、地
域

住
民
が
医
療
を
受
け
る
場
が
な

く
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

今
回
の
計
画
は
多
久
市
に
中

核
的
な
病
院
設
置
が
実
現
で
き

る
千
載
一遇
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考

え
、こ
の
修
正
案
に
つ
い
て
反
対

し
ま
す
。

急
時
に
素
早
く
着
用
し
出
動
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、社
会
教
育
関
係
感
染
拡
大
防

止
対
策
事
業
で
購
入
予
定
の
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
を
民
間
団
体
が
主
催
す
る
会

議
・イ
ベ
ン
ト
等
に
貸
与
し
、感
染
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
有
効
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
。

 

商
工
費  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、企
業
へ
の
対
面
訪

問
が
で
き
な
い
状
況
で
、関
連
す
る
経

費
を
減
額
さ
れ
て
い
る
が
代
替
え
策
を

講
じ
、企
業
誘
致
活
動
を
お
こ
な
っ
て

も
ら
い
た
い
。

議案乙第40号 令和２年度一般会計補正予算（第６号）
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決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告
　本会議において付託を受けた、令和元年度に係る一般会計、特別会計、企業会計の１０議案について審査を行いました。全会一致で原案どおり認定すべきものと決定しましたが、次のような意見が出ました。

歳
　
入

市
税
で
不
納
欠
損
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、債
権
の
回
収
に
な
お

一
層
努
め
ら
れ
た
い
。

歳
　
出

 
民
生
費  

高
齢
者
温
泉
保
養
宿
泊
施
設
送
迎
事

業
委
託
料
に
関
連
し
、「
彩
り
」に
つ
い
て
、バ
ス
の

運
行
等
も
含
め
検
討
し
、集
客
に
努
め
る
こ
と
。

 

農
林
業
費  

カ
ラ
ス
一
斉
駆
除
事
業
委
託
料
に

つ
い
て
、県
や
Ｊ
A
と
も
協
議
を
行
い
、さ
ら
に
効

果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。

　
ま
た
、北
多
久
の
水
田
農
業
を
考
え
る
会
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
農
業
、農
村
振
興
の
た
め
の
法

人
化
に
つ
い
て
は
、更
に
連
携
を
深
め
取
り
組
む

こ
と
。

 

商
工
費  

多
久
市
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

（
あ
い
ぱ
れ
っ
と
）管
理
運
営
委
託
料
に
つ
い
て

は
、施
設
利
用
に
つ
い
て
現
在
入
り
口
と
出
口
が

同
じ
一
箇
所
と
な
っ
て
い
る
駐
車
場
の
利
便
性
向

上
や
、ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
施
設
全
体
の

活
性
化
に
向
け
て
、指
定
管
理
先
で
あ
る
一
般
社

団
法
人
た
く
２１
と
協
議
検
討
す
る
こ
と
。

野球場スコアボード改修工事南多久分団本部車庫新設工事
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決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告
　本会議において付託を受けた、令和元年度に係る一般会計、特別会計、企業会計の１０議案について審査を行いました。全会一致で原案どおり認定すべきものと決定しましたが、次のような意見が出ました。

天山地区共同環境組合負担金（クリーンヒル天山）観光施設維持管理（鬼の鼻山園地）

 

土
木
費  

道
路
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、主
要

市
道
の
み
で
な
く
、市
民
の
生
活
道
路
に
つ
い
て

も
予
算
を
増
や
す
な
ど
し
て
、除
草
や
補
修
等
に

取
り
組
む
こ
と
。

 
消
防
費  

正
院
谷
ぼ
た
山
地
質
調
査
委
託
料
で
、

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
後
に
示

さ
れ
た
対
策
案
で
は
、消
火
に
伴
う
経
費
に
つ
い

て
、現
在
関
係
機
関
で
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、適
切
な
対
応
に
よ
り
早
期
解
決
に
努
め
て
ほ

し
い
。

 

教
育
費  

各
義
務
教
育
学
校
に
お
い
て
実
施
さ

れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ティ・
ス
ク
ー
ル
事
業
に
つ
い

て
は
、会
議
開
催
に
伴
う
報
償
費
だ
け
で
な
く
、

地
域
と
学
校
の
連
携
を
よ
り
発
揮
で
き
る
よ
う
、

活
動
費
等
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

 

特
別
会
計  

「
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
」に
お

い
て
、今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、市
有
地
・

民
有
地
を
問
わ
ず
適
正
箇
所
の
特
定
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
、更
な
る
人
口
減
少
対

策
と
し
て
、力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

 

企
業
会
計  

「
水
道
事
業
会
計
」に
つ
い
て
は
、令

和
２
年
度
か
ら
佐
賀
西
部
広
域
水
道
企
業
団
に

よ
る
事
業
と
な
っ
た
が
、市
内
に
残
る
約
１
千
ｍ

の
石
綿
管
に
つ
い
て
佐
賀
西
部
広
域
水
道
企
業

団
に
よ
り
更
新
を
早
期
に
行
う
こ
と
。

　
ま
た
、旧
緑
が
丘
小
学
校
解
体
工
事
、多
久
市

野
球
場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
改
修
工
事
、南
多
久
分
団

本
部
車
庫
新
設
工
事
、天
山
地
区
共
同
環
境
組

合
負
担
金（
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
天
山
）、観
光
施
設
維

持
管
理（
鬼
の
鼻

山
園
地
）の
５
箇

所
に
つ
い
て
現
地

踏
査
を
行
い
、成

果
や
現
状
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、

質
問
を
行
う
な
ど

し
て
事
業
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

旧緑が丘小学校解体工事
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 一般質問

國
信
　

多
久
北
部
工
業
団
地
が
完
成
し
て

か
ら
誘
致
ま
で
22
年
も
か
か
っ
て
い
る
が
、

な
ぜ
22
年
も
か
か
っ
た
の
か
。

答
弁
　

完
成
し
て
か
ら
時
代
背
景
と
し
て

バ
ブ
ル
崩
壊
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
で

日
本
経
済
は
低
成
長
時
代
と
な
り
企
業
も

慎
重
に
な
り
、そ
う
し
た
中
で
こ
れ
ま
で

の
販
売
方
式
を
見
直
し
、新
た
な
リ
ー
ス

方
式
も
取
り
入
れ
、少
し
ず
つ
問
い
合
わ

せ
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

國
信
　

現
在
、相
の
浦
校
工
区
に
あ
る
企

業
で
働
い
て
い
る
人
は
何
人
か
。そ
の
中
で

多
久
市
の
人
は
何
人
い
る
の
か
。多
久
の

企
業
だ
か
ら
、多
久
の
人
の
雇
用
を
増
や

す
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

答
弁
　

相
の
浦
工
区
４
社
で
は
２
７
５
名

で
、そ
の
う
ち
市
内
在
住
の
従
業
員
は
67

名
、27
・
３
％
の
割
合
で
す
。

　

ま
た
、多
久
市
へ
企
業
が
進
出
さ
れ
る

際
は
、地
元
雇
用
を
お
願
い
し
、雇
用
奨
励

金
も
交
付
し
て
い
ま
す
。

國
信
　

公
共
下
水
道
の
地
域
の
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

令
和
14
年
度
ま
で
に
北
多
久
町
の

山
間
部
を
除
く
中
心
区
域
を
、そ
の
後
、東

多
久
町
の
高
速
道
路
南
側
、あ
と
、多
久
町

の
牛
津
川
よ
り
南
側
を
令
和
14
年
か
ら
22

年
度
に
か
け
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

國
信
　

今
後
、人
口
が
減
少
す
る
が
、そ
れ

で
も
予
定
通
り
整
備
す
る
の
か
。

答
弁
　

現
在
、多
久
市
生
活
排
水
処
理
施

設
整
備
構
想
に
基
づ
き
計
画
し
て
い
ま

す
。人
口
減
少
も
予
想
さ
れ
整
備
構
想
の

見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
計
画
の
今
後
は

多
久
北
部
工
業
団
地
に
つ
い
て

國
信
好
永

　9月定例会では、７名の議員が一般質問を行いまし
た。その主なものを要約して掲載しています。
　なお、未掲載の質問などは定例会のインターネット動
画配信でもご覧いただけますので、多久市議会のホーム
ページにアクセスしてください。

市
政
を
問
う
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一般質問

香
月
　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
難
聴
地

域
に
は
戸
別
受
信
機
を
貸
与
さ
れ
て
い
る

が
指
定
地
域
外
の
方
へ
の
貸
与
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答
弁
　

今
年
度
、戸
別
受
信
機
を
１
０
０

台
購
入
す
る
予
定
で
、ご
自
身
で
情
報
を

取
得
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
々
に
対
し
て

戸
別
受
信
機
の
貸
与
が
で
き
る
よ
う
、要

望
を
こ
れ
か
ら
調
査
し
配
付
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

香
月
　

観
光
振
興
の
課
題
で
魅
力
発
信
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
情
報
発
信
を
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
弁
　

魅
力
発
信
に
つ
い
て
映
像
を
用
い

た
情
報
発
信
を
平
成
24
年
６
月
か
ら
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、

様
々
な
映
像
を
通
じ
て
魅
力
発
信
を
図
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
29
年
度
、平
成
30

年
度
に
、た
く
魅
力
映
像
制
作
事
業
に
取

り
組
み
、多
久
市
の
魅
力
映
像
を
高
画
質

で
撮
影
、編
集
し
、シ
ティ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
一
環
と
し
て
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
映
像

を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
く
た
め
に
、平
成
30
年
か
ら
は
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
も
広
告
を
掲
載
し
て
情
報
発
信
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
旬
な
情
報
を
従
来
の
市
報
や
チ
ラ
シ
な

ど
も
活
用
し
関
係
課
が
連
携
し
て
情
報
発

信
に
努
め
て
い
ま
す
。

牛
島
　

北
多
久
公
民
館
の
建
設
が
進
ま
な

い
原
因
は
何
か
。

答
弁
　

建
設
に
つ
い
て
は
、多
久
市
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
に
平
成
31
年
度
設
計

費
、平
成
32
年
度
建
設
費
を
事
業
費
と
し

て
計
上
し
て
お
り
ま
し
た
が
計
画
ど
お
り

に
は
進
捗
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

市
に
お
い
て
も
様
々
な
大
型
事
業
の
取

組
が
進
ん
で
お
り
、教
育
委
員
会
と
し
て

も
北
多
久
公
民
館
建
設
事
業
に
早
期
に
着

手
で
き
る
よ
う
継
続
的
な
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

牛
島
　

北
多
久
公
民
館
建
設
の
候
補
地

を
選
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

候
補
地
の
選
定
に
つ
い
て
は
、地

域
の
各
種
関
係
団
体
の
代
表
者
な
ど
か

ら
な
る
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、市

が
示
す
候
補
地
案
を
基
に
御
検
討
い
た
だ

き
、候
補
地
の
選
定
と
と
も
に
、規
模
や
機

能
に
つ
い
て
も
協
議
、決
定
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

牛
島
　

地
区
が
受
託
し
て
い
る
公
園
等
の

樹
木
の
管
理
に
つ
い
て
地
区
で
管
理
が
で

き
な
い
よ
う
に
大
き
く
な
り
過
ぎ
た
木
に

対
し
、市
と
し
て
何
か
対
応
で
き
な
い
か
。

答
弁
　

大
き
く
な
り
過
ぎ
た
高
木
の
管
理

に
つ
い
て
は
、枝
木
の
成
長
を
確
認
し
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、樹
木
が
倒
木

し
た
り
枯
れ
た
り
周
囲
に
危
害
の
影
響
が

想
定
さ
れ
る
場
合
等
に
お
い
て
は
緊
急
に

対
処
を
し
て
い
ま
す
。

災
害
等
発
生
し
た
場
合
の
情
報
配

信
に
つ
い
て

観
光
振
興
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て

北
多
久
公
民
館
の
建
設
に
つ
い
て

樹
木
の
管
理
に
つ
い
て

香
月
正
則

牛
島
和
廣
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 一般質問

飯
守
　

む
つ
み
荘
跡
地
の
現
状
は
。

答
弁
　

普
通
財
産
と
し
て
施
設
保
全
の
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

飯
守
　

今
後
の
利
用
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　

本
庁
舎
周
辺
に
位
置
し
、公
共
施

設
も
近
接
し
て
い
ま
す
の
で
、周
辺
と
併

せ
た
有
効
的
な
場
所
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、跡
地
の
利
用
計
画
は
決
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

飯
守
　

解
体
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
の
で

は
。答

弁
　

解
体
に
つ
い
て
は
、新
た
な
施
設

利
用
が
決
ま
る
時
点
で
解
体
時
期
を
決
定

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

飯
守
　

新
公
立
病
院
開
院
後
の
市
立
病
院

の
取
り
扱
い
は
。

答
弁
　

新
病
院
の
分
院
、サ
テ
ラ
イ
ト
診

療
所
と
し
て
の
利
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

飯
守
　

現
市
立
病
院
は
聖
廟
、西
渓
公

園
、歴
史
資
料
館
、学
校
等
が
あ
る
多
久
町

の
中
心
地
域
な
の
で
、今
後
の
利
用
に
つ
い

て
は
、ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
早
め
の

検
討
を
す
る
べ
き
で
は
。

答
弁
　

今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、知

恵
を
絞
り
、情
報
を
集
め
、市
民
の
皆
様
の

お
気
持
ち
も
聴
き
な
が
ら
、し
っ
か
り
と

丁
寧
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

む
つ
み
荘
跡
地
に
つ
い
て

新
公
立
病
院
開
院
後
の
市
立
病
院

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

飯
守
康
洋

平
間
　

空
家
に
つ
い
て
区
長
や
周
辺
の
方

か
ら
相
談
が
あ
っ
た
時
の
対
応
は
。ま
た
、

相
談
者
へ
の
報
告
は
。

答
弁
　

職
員
で
現
地
確
認
、調
査
を
行
い

判
明
し
た
所
有
者
等
へ
文
書
通
知
を
し

て
、所
有
者
等
か
ら
の
連
絡
等
が
あ
れ
ば

そ
の
旨
を
相
談
者
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、こ
れ
ま
で
よ
り
丁
寧
に
相
談

者
に
対
応
・
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

平
間
　

空
家
の
所
有
者
等
へ
の
支
援
は
。

答
弁
　

空
長
屋
と
不
良
住
宅
の
２
つ
の
補

助
制
度
が
あ
り
、補
助
率
は
５
分
の
４
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
長
屋
は
一
部
空
家
と
な
っ
て
い
る
長

屋
で
、そ
の
空
き
家
部
分
が
危
険
な
状
態

に
な
っ
て
、お
住
ま
い
の
方
の
建
物
に
影
響

を
与
え
る
も
の
に
つ
い
て
、そ
の
空
家
の
解

体
を
支
援
す
る
制
度
で
、所
有
者
ま
た
は

管
理
者
の
申
請
に
よ
り
上
限
80
万
円
が
補

助
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、不
良
住
宅
解
体
の
補
助
は
、戸
建

て
の
建
物
や
長
屋
の
う
ち
全
て
の
住
戸
が

空
家
に
な
っ
た
場
合
を
対
象
に
し
て
い
て
、

１
件
あ
た
り
２
０
０
万
円
を
上
限
に
解
体

費
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、空
長
屋
２
棟
分
、不
良
住
宅

が
３
棟
分
の
予
算
で
す
。

　
相
談
件
数
に
対
し
十
分
な
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、来
年
度
以
降
も
制
度
を
継
続

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
家
対
策
に
つ
い
て 平

間
智
治
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一般質問

野
北
　

建
設
候
補
地
が
浸
水
想
定
区
域

内
に
在
る
こ
と
か
ら
、私
自
身
は
こ
の
場

所
に
建
設
す
る
事
に
は
反
対
で
す
が
、何

故
こ
の
場
所
な
の
か
。

答
弁
　

両
市
民
の
利
便
性
、医
療
の
地
域

バ
ラ
ン
ス
、中
長
期
的
に
安
定
し
た
医
療

提
供
体
制
、経
営
の
安
定
性
な
ど
の
要
件

を
総
合
的
に
判
断
し
て
考
慮
し
、適
地
と

す
る
旨
の
報
告
を
受
け
、新
病
院
を
当
該

地
に
建
設
整
備
す
る
こ
と
を
両
市
で
合
意

し
ま
し
た
。

野
北
　

全
体
的
な
市
の
将
来
図
が
描
け
な

い
ま
ま
、個
別
バ
ラ
バ
ラ
で
物
事
を
考
え

最
終
的
に
は
多
額
の
税
金
を
使
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、投
資
に
見
合
っ
た
効
果

が
出
ず
、市
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
効
率

的
な
行
政
運
営
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　
国
が
認
め
た
事
業
だ
か
ら
と
の
発
言
が

あ
っ
た
が
、そ
れ
は
公
立
病
院
を
統
合
し
て

地
域
医
療
の
確
保
を
図
る
事
業
自
体
を
評

価
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、建
設
候
補
地
を
評

価
し
た
も
の
で
は
な
い
。

答
弁
　

今
回
の
質
問
の
趣
旨
は
、少
し
時

間
を
か
け
れ
ば
、色
々
な
見
方
が
で
き
る

と
の
ご
指
摘
だ
と
思
い
ま
す
が
、明
確
に

正
解
と
い
え
る
答
え
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

様
々
な
課
題
に
は
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

力
を
尽
く
し
解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
公
立
病
院
建
設
に
つ
い
て

野
北　

悟

田
渕
　

児
童
生
徒
に
感
染
者
が
出
た
時
の

対
応
、ま
た
、感
染
し
た
児
童
生
徒
や
家
族

へ
の
誹
謗
中
傷
、い
じ
め
が
心
配
さ
れ
る

が
そ
の
対
応
は
。

答
弁
　

保
健
所
や
県
教
育
委
員
会
、市
の

対
策
本
部
等
情
報
を
共
有
し
、保
健
所
が

感
染
経
路
及
び
濃
厚
接
触
者
を
確
定
し
同

時
に
学
校
施
設
の
消
毒
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
完
了
す
る
ま
で
や
む
を
得
な
い

場
合
臨
時
休
校
も
あ
り
得
ま
す
。

　
誹
謗
中
傷
等
は
学
校
現
場
で
も
特
に
気

を
つ
け
て
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
起
因

と
す
る
い
じ
め
は
絶
対
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
全
職
員
で
対
応
し
ま
す
。

田
渕
　

非
常
に
短
い
夏
休
み
後
の
２
学
期

開
始
で
体
育
祭
等
の
行
事
が
あ
る
が
児
童

生
徒
や
教
職
員
に
疲
れ
は
な
い
の
か
、ま

た
、ど
う
感
染
予
防
対
策
を
行
う
か
。

　
保
護
者
に
は
医
療
関
係
者
も
お
り
、勤

務
先
に
持
ち
込
ま
な
い
、勤
務
先
か
ら
家

庭
や
地
域
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
が
学
校
行
事
で
の
保
護
者
の
参
加
に

お
い
て
そ
の
対
策
は
。

答
弁
　

生
徒
た
ち
は
元
気
で
登
校
し
、体

育
祭
の
練
習
は
健
康
対
策
、熱
中
症
対
策

を
し
、大
会
規
模
の
縮
小
、保
護
者
の
制
限

等
が
あ
る
中
で
行
い
ま
す
。

　

医
療
関
係
者
は
勤
務
先
で
い
ろ
い
ろ
な

制
限
が
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、個
別
に
対

応
を
配
慮
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
の
現
状

に
つ
い
て

学
校
行
事
に
つ
い
て 田

渕　

厚

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
北
多
久
公
民
館
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
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 まちで
発見！

インターネット動画配信中！

多久市議会 検 索

環
境
に
優
し
い
植
物
油

イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
て
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　今回は、多久家第九代領主茂
しげ

鄰
ちか

・十代領主茂
しげ

澄
すみ

・
十一代領主茂

しげ

族
つぐ

の三代に亘って仕え、佐賀を代表す
る学者であり文化人の「草場佩川」とも親交があった

「深江順房」を紹介します。
　深江家は初代多久領
主多久安

やす

順
とも

の長庶子茂
しげ

順
より

を始祖とする家系で
祖父順正の時代に深江
姓を名乗りました。彼は
多久家の上級家臣であ
り、東原庠舎に学び、東
原庠舎句読師となり、
十一代領主茂族の命に
より佐賀藩弘道館で学び、その後弘道館の監察に任
じられました。1803年帰郷して東原庠舎教授となり
1805年には東原庠舎大監察官を務めました。
　深江順房は当時の学者としては珍しく、詩文を遺し
ておらず、その探究心はもっぱら郷土である多久領に
向けられ、「丹邱邑誌」の編纂では長期に亘る精密な
調査や、膨大な資料の蒐集を独自に行い、多久領の地
理、歴史、社寺、租税、産業などを総集した精密かつ実
証的地誌を作り上げました。

　「丹邱邑誌」を編纂する為に集めた基礎資料や調査
記録は、分厚い綴りの小横帳で「聞書」１冊、「雑記」９

冊にびっしりと書
かれてあります。ま
た、その用紙は寺
社の守り札の裏紙
を切りそろえて綴
じてあり、合理主義
であったことが感
じられます。
　

　「丹邱邑誌」を編纂
した後も、亡くなる直
前まで修正、補注を
続けられました。

　弘化５年１月10日に78歳
で没し、南多久町長尾の福

ふく

聚
じゅ

寺
じ

に葬られています。

～多久の全てを記した「丹
た ん

邱
しゅう

邑
お う

誌
し

」の著者～

『  深
ふか

　江
え

　順
より

　房
ふさ

 』
明和８年（1771年）～ 弘化５年（１８４８年）

委
員
長

ー

  

樺
島
永
二
郎

副
委
員
長

ー

  

古
賀　
公
彦

委
員

ーーーーー

  

野
北　
　
悟

  

香
月　
正
則

議
会
広
報
委
員
会

  

田
渕　
　
厚

  

鷲
﨑　
義
彦

「丹邱邑誌」

草場佩川に命じて編集した「多久諸家系図」全７巻

「雑記」堀屋ふみの手紙（部分）

順房の墓

ー参考文献ー
「佐賀県人名辞典」、「旧多久邑人
物小志」、細川章校訂「丹邱邑誌」 

「 議 会 報 告 会 」の お 知 ら せ！
　多久市議会では、議会基本条例に基づき「議会報告会」を毎年開催しておりま
すが、今年は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、各町公民館での報
告会は行わず、今回初の試みとして 多久ケーブルメディア  と  YouTube  を使っ
て報告を行います。

● 多久ケーブルメディアの放送日時
　11月19日（木）～21日（土）7：00／11：00／15：00／19：00／23：00
● YouTube　12月1日公開予定


